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産婦人科領域の感染 症に対す る6315-S(FJomoxef)の 臨床的検討

千村哲朗 ・渡辺哲也 ・井上公俊 ・松尾正域

山形大学医学部産婦人科学教室

産婦人科感染症に対 し6315-S(Flomexef)を 投与 し,そ の臨床効果を検討 し以下の成績を得

た。

1) 子宮内感染(子 宮内膜炎1例,産 褥熱1例,子 宮内感染症4例),骨 盤内感染(骨 盤内膿瘍1

例),子 宮付属器炎2例,膣 断端炎1例,バ ル トリン腺膿瘍1例 の計11例 に対し, 6315-S 1日2

g投 与 した結果,全 例有効(著 効3例,有 効8例)で あった。

2) 本剤 の細菌学的効果も,単 独感染 ・混合感染に対し高い菌消失率を認めた。

3) 自他覚的副作用および本剤によると考え られた臨床検査値の異常は認めなかった。

新 しく開発 されたオキサセ フェム系抗生物質 で

Latamoxef (LMOX)と 同一の1-オ キサセフェム骨

格を有する6315-S (Flomoxef: FMOX)は, LMOX

の有するグラム陰性菌と嫌気性菌への強い抗菌力を保持

しながら,第 三世代系抗生物質の弱点であったグラム陽

性菌への抗菌力の増強と,Disulfiram様 作用を改良 し

た新 しい抗生物質である。

本剤はβ-lactamaseに 極 めて安定で,抗 菌スペク

トルおよび強力な殺菌力を有する特徴は,産 婦人科領域

での各種感染症に対 し優れた臨床効果が期待される。

今回,わ れわれは産婦人科領域の感染症に対し本剤の

臨床的有用性を検討する機会を得たので,そ の成績を報

告する。

I. 投与対象および方法

昭和60年8月 から昭和61年1月 までの間に,当 大学

および関連病院で産婦人科感染症と診断した11例 を対

象とした。

疾患別では,子 宮内感染6例(子 宮内膜炎1例,産 褥

熱1例,子 宮内感染症4例),骨 盤 内感染1例(骨 盤内

膿瘍1例),子 宮付属器炎2例,そ の他2例(膣 断端炎

1例,バ ル トリン腺膿瘍1例)で ある(Table1)。

投与方法は,全 例点滴静注で投与量は1回19を1日

2回,5%ブ ドウ糖または生食250mlに 溶解 し,60

分にて注入した。6315-S投 与時には他の抗生剤または

解熱剤 ・消炎剤などの併用は行なっていない。6315-S

の使用期間は,臨 床症状および検査所見から決定 した。

臨床検査は全症例に対し,6315-S投 与前,投 与中,

投 与終了後に血液一般 ・肝腎機能 ・血沈 ・CRP・ 尿検

査を施行 し,起 炎菌の同定は,当 大学中央検査部細菌検

査室と同時に東京総合臨床検査センターに送付 し,菌 種

の同定と最小発育阻止濃度(MIC)の 測定を行なった。

臨床効果の判定は,臨 床的効果,細 菌学的効果などを

総合的に勘案 し,研 究会指定の判定基準による3段 階法

(著効 ・有効 ・無効)に よった。

II. 投 与 成 績

産婦人科領域での感染症に対 し6315-Sを 投与 した

症例の概要をTable1に 示す。

1. 疾患別の臨床効果

疾患別総合臨床効果の検討では,子 宮内感染(有 効5

例,著 効1例),子 宮付属器炎(有 効1例,著 効1例),

骨盤 内感染(有 効1例),外 性器感染(有 効1例),そ の

他膣断端炎(著 効1例)で あった。この結果,全 症例で

の有効率は11/11100%(著 効3例.有 効8例)で あった。

次に これら症例中より臨床経過を説明する。

症例1.Y.N.29歳 産褥熱

昭和60年8月12日 自然分娩後,8月16日 より発

熱 ・下腹部圧痛を認め38℃ 以上の発熱が持続 したため

に,6315.Sを 投与開始し,3日 で総量6g投 与にて臨

床症状および検査所見の改善を認め,総 合効果は有効と

判定 した(Fig.1)。

症例2.M.A.26歳 子宮内感染症

昭和60年9月6日 自然分娩後,9月14日 より39℃の

発熱あり入院となる。悪露 ・悪臭あり子宮内分泌物より

Escherichia coli, Bacteroides thetaiotaomicron

が検出され,9月15日 よ り6315-S投 与開始 し,総 投

与量9gに て臨床症状および検査値の改善を認め,有 効

と判定 した(Fig.2)。
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Table 1 Summary of therapeutic result with 8315-S

症例6. H. C. 23歳 子宮付属器炎,子 宮内膜炎

昭和60年9月28日 人工中絶施行後10月1日 より発

熱 ・下腹部痛出現し来院,入 院となる。最高体温38.5

℃,白 血球数(WBC) 15800, CRP (2+)を 認 め,子

宮内分泌物よりStreptcoccus interme (tiusが 検 出さ

れた。6315-S4日 間総量8g投 与にて臨床症状および

検査所見の改善を認め,総 合効果は著効 と判定 した

(Fig.3)。

症例7. E. K. 26歳 子宮内感染症

昭和60年9月28日 前期破水にて入院,Cefmetazole

(CMZ) 2 g×3日 間投与し10月8日 に退院。10月10

日よ り発熱 し来院入院となる。最高体温39.7℃ を認め,

6315-S 2 g× 5日 間(総 量10g)に て臨床症状および

検査値の改善を認め,有 効と判定された。子宮内分泌物

よりEnterococcus faecalisが 検出されたが,投 与後

は陰性化 している(Fig.4)。

2. 細菌学的検討

分離菌の概要と臨床効果および細菌学的効果をTable

2に 示す。単独感染5例,混 合感染3例,不 明1例

であった。臨床効果での有効率は8/8(100%)で,細

菌学的効果では,単 独感染4/4(100%)不 明1例,混

合感染では陰性化1例,菌 交代1例,不 明1例 であった。
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Fig.1 Case 1 Y, N. (29y) Puerperal fever

Fig.2 Case 2 M. A. (26y) Intrauterine infection
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Fig. 3 Case 6 H. C. (23y) Adnexitis , Endometritis

Fig. 4 Case 7 E. K. ( 26y) Intrauterine infection
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Table 2 Clinical and bacteriological effect of isolated organisms

no growth 2 cases not detected 1 case

3. 副作用の検討

6315-S投 与による自他覚的副作用は認められなかっ

た。また,臨 床検査値の検討では,症 例N0.3にGOT,

GPTの 上昇を認めたが,投 与前値が不明により本剤と

の因果関係は不明である。本症例は,他 院よりの紹介例

であり,本 剤投与前に他剤を長期間投与している。肝庇

護剤の投与により投与終了後22日 で正常化している。

III. 考 案

本剤の細菌学的検討による報告1)に よれば,好 気性菌

・嫌気性菌を通じてグラム陽性菌および陰性菌に広範囲

抗菌スペクトルを示し,と くに黄色ブ ドウ球菌 ・肺炎球

菌に対 し第一世代のセフェム系抗生剤と同等の強い抗菌

力を有し,Cefazolin (CEZ)耐 性黄色ブ ドウ球菌に対

しても,本 剤はCephaloridine (CER)と 同等で他の

セフェム系9剤 に比し最 も強い抗菌力を有するという。

こうした特徴を有する本剤の有用性は,6315-S産 婦

人科領域研究会(第1回 研究会記録)2}に も認められる

が,本 剤の性器組織内移行の検討でも体内動態はPIPC

に近似 したparameterを 示すことが報告されている。

今回,わ れわれが産婦人科感染症11例 についての臨床的

検討では,著 効3例,有 効8例 と100%の 有効率が認め

られ,グ ラム陽性 ・陰性の各労離菌に対し幅広い抗菌力

が確認された。

本剤の副作用に関しては,自 他覚的副作用や本剤との

因果関係の明確な臨床検査値の異常は認められなかっ

た。

近年,第 三世代のセフェム系抗生剤の投与頻度の増加

に伴い,好 気性 グラム陽性菌の検出率が高まっている

が。本剤の抗菌スペクトラムおよび抗菌力からみて,産

婦人科領域での本剤の有用性は高く,ま た安全性におい

ても問題はないものと考えられる。
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6315-S (FLOMOXEF) IN OBSTETRIC 

AND GYNECOLOGICAL INFECTIONS 

TETSURO CUT MURA, TETSUYA WATANABE, KIMITOSIII INOUE 
and MASAKI MATSUO 

Department of Obstetrics & Gynecology 
Yamagata University School of Medicine

We investigated the clinical efficacy of 6315-S (flomoxef) in obstetrics and gynecology by 
administering the drug in a daily dose of 2 g to 11 patients. 

1) Treatment proved effective in 6 cases of intrauterine infection (endometritis, 1 ; puer-
peral fever, 1 ; intrauterine infectious disease, 4), 1 case of intrapelvic infection (intrapelvic 
abscess), 2 cases of adnexitis, 1 case of stump vaginitis and 1 of Bartholin's abscess. 
Results were very satisfactory in 3 cases and satisfactory in 8. 

2) We also investigated the bacteriological effects of the drug, and found a high bacterial 
elimination rate in both single and mixed infections. 

3) There were no subjective or objective side effects, nor was any abnormal laboratory 
value attributable to the drug.


